
7款　2項　3目

【会計】一般会計

7款：土木費　2項：道路橋梁費　3目：道路新設改良費

166

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

199,690千円 32,840千円 54,600千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 旅費

普通旅費 8千円

10 需用費

消耗品費 290千円

12 委託料

測量委託料 12,650千円

草刈委託料 1,290千円

調査委託料 19,382千円

分筆登記申請書作成委託料 13,236千円

14 工事請負費

道路改良工事 136,213千円

16 公有財産購入費

道路用地購入費 79,813千円

Ⅱ-31号線の取得済み用地に係る草刈委託料（6,200㎡×2回）

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の物件調査、不動産鑑定他

職員の出張に要する交通費

書籍購入、事業用消耗品、印紙、事務用消耗品

Ⅱ-31号線の用地測量に係る委託料

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の道路用地購入に係る登記手続き委託料

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の改良工事等に係る工事費

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の道路用地購入費（13,313.54㎡）

事業の目的

　現状の道路網を踏まえ、アクセス性の向上や渋滞解消などに対応するため、幹線道路の車道拡幅整備や
歩道整備を行い、市民生活の安心、安全、快適性の向上を図るとともに、観光人口の増加を目指し、国道県
道や都市計画道路を軸とした道路網の構築に努めます。

事業の効果

　歩道整備や道路拡幅により道路利用者の安全性や快適性の向上が図られるとともに、幹線道路網の整備に
より交通渋滞の緩和や交通事故削減が図られます。また、アクセス性が向上することで地域間交流の拡大、市
内観光施設への来客数の増加が見込まれ、地域経済の活性化が図られます。

節 説明

事業の概要

需用費：事務費等
委託：飯野Ⅱ-31号線、交通量調査、資材価格調査、上志津原交差点
工事：直弥Ⅰ-35号線、飯野Ⅱ-31号線、新町Ⅰ-24号線
公有財産購入：飯野Ⅱ-31号線、上志津原交差点
補償補てん：直弥Ⅰ-35号線、飯野Ⅱ-31号線、上志津原交差点
負担金：神門八街線バイパス

令和5年度　当初予算要求事業内容説明書

第2章　人と自然が調和した安心して暮らせるまち
（都市基盤・住環境）

施策1　快適な道路の整備を推進します

事業 幹線道路整備事業

担当所属 道路建設課

予算要求額
（財源内訳）

287,130千円

基本施策3　道路環境



18 負担金補助及び交付金

11,400千円

21 補償補てん及び賠償金

電気工作物等移設補償費 600千円

家屋・工作物補償費 12,248千円

287,130千円

県道神門八街線バイパス整備負
担金

計

千葉県施工の県道整備に係る地元負担金（佐倉市区間500ｍ）

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の改良工事に伴う電柱移設費

Ⅰ、Ⅱ級幹線道路の道路用地購入に伴う物件補償費


